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二②三解毒作用に及ぼす胆汁1唆の影響について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でカ1熱し，除湿器内に．て冷」詣llせしめる。之を敢羅：一蹴

　　　　　　緒　 ’論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となる霧で加熱してFド、蟻する。　・

　生体内に吸収された，或は生体内で発生した有需物　　　　瞭i藏に（1，5％pl’ienc｝1の｛容液5CC及or牛lj1Lil・Pr（，・

質に対し，肝臓はそのものに対しては，ある羅度無　　　kg　5cc宛な背ll｛1皮下に注射しPhon（1ト硫酸lllな騒：つ

害化し，それ等有害物質より坐体を保護する作用を営　　　た。翼に数11后（）．5％phenolな5cc注射し・翻剃ゑ「1

む。肝の外分泌液である胆汁或はその成分の胆汁酸は　　　尿にっいてPhen。1硫酸蹴を建踊：した。

消化管内に於て脂肪の消化吸収に重大な生理作用を錨

する外・直援体内に沮謝された時には，そのLIII’1：に応じ　　第壊phen。聯酸K・li！i減に及1滑】蝋酸

て種々の生理作用を呈する。碧著は胆汁酸のこの闘の　　　　　　　の影響

消息を知らんと欲し，先づ胆汁の肝機能中鮪I」1に及ぼ　　　　　　　　　　’

す影響を知る目的で本突験を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　尿：搬：

　肝の行う鯛糠は多くは酸化，還元及び抱合等の化学　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿　（cc）

的機序で行われるが主として検したのは抱合による解　　　正　　常　　　　　　　60

毒の二・三である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　phenol　　　　　　　250

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胆汁＋pheno1　　　　280

　　　　　　実験　　　　　 正常　　35i
　動物として成熟家兎を用い，カテーテルにより完全　　　phenol　　　　　　　250

に導尿を行いたる後P種々の試薬或は胆汁の注射を行　　　胆汁十phenQl　　　100

い・以後2塒問目までの全尿を蝿のT°1u°1撚力ll　phen。1

した容器に集め，その全容徽を測定した後，その・一一　ZZ　　ク’・J　＝・・一’・酸＋plleno1
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　　1）・h・・°1硫酸力哩生灘及ぼす胆轍の　　・．5％ph，。。1を5、媚三酎せる凱で翻三常家勲・

　　　影響　　　　　　　　　比し曙しくPh。n。1硫脚卸1・雌1：が増力11し，　phen。1
・h・n・噸は吸収或購内で熱したものは肝で抱　と胆轍（グリココー磁距ダ聴㈱せるi，浄にば

合性囎鯉となつて尉翻置さ泌・この磁能　更に榊への判1獅購、する。
に対して胆汁が如何なる影響を及ぼすかを検した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）馬尿酸生成に及ぼす胆汁酸の影響

　　《二〉…H・Sq→　　　　　囎番酸舳として肝に於て・・…一ルと齢

　　　　　　ひ…畷〉α…1〈癬葬姦繍覧羅芸禰欝講
一定食餌で数日間餌育しte家兎の全日尿を採取し　　の蜘出はB・・ge及びS・hmiedeb・・⑳方灘働，

25dcをErlenmeyerのflaskにとり・之れに稀　　　析出せる結晶を乾燥して秤徽した。　llliち蒙兎（1．8kg）

HCIを加へ・煮沸した后・流水にく．冷却し・水を加へ　　　に安息香的ソーダ溶液10ccを皮下注射1．翌瑚までの

て約150ccに稀釈する。次ee　S°／o　BaC12を一滴宛静　　全日尿について上記方法により馬尿酸窟鍛を行つた。

かに添加し約一時間放置する。無灰濾紙を用いて濾過　　全一球兎について数日后1％安息蚕酸と企蒔に1％グ

し，濾紙を乾燥し増禍内にて残蕾が全く自色となるま　　　リコm　一一ル酸ゾーゲをPro．　kg　lccの剛禽で皮下沼1
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射し撒練る蘇囎を鰍した・　　　　　第壊帥91。cu，。磁搬、。及附，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胆汁酸の影響

第2表馬尿酸生成に及ぼす胆汁酸の影響　　　　　＼　……「…t－一’一…｝｝㎜…一｝『
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5）　肝glycogen生成に及ぼす1但汁酸の影響

　　　　BA：安息番酸ソL一ダ　　　　　　　　　　　　として貯蔵し血糖鐙を調節する。ヲ1舶勺時にはglttcose

　　G・C・A・殉コ”一・職ソーダ　　　　以外のll頒からも窟ly・・9・効噺些1三される。この肝愈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成に及ぼす胆汁酸の影響癒検する撫に，予め24時間i盤

　安息霜酸ソーダを瀧射せるものは正常に比し，馬尿　　　腹にせる体撫130～1008の白鼠の皮下に1％グリココ

酸の排泄増力11を見るが・安，齢酸ソーダと全時にグリ　ール酸ソーダ5cc翻謝し肝91y・。gen髄の消長を測

コロール酸ソN一ダを注射せるものでは，安息番酸ソー　　　定した。即ち注射によつて肝glycogeuは対照に1コヒし

ダのみ注射せる時の倍の排泄無を示す。　　　　　　　　て著しく減少することを認めた。

　　3）　尿素生成に及ぼす胆汁酸の影響

　Amino酸及びその他Arnino化合物の脱Amino　　　　第5炎　肝91ycogen及び」虹糖に及憾す胆汁酸

基作用の結果生じたA皿moniaは主として肝に於て　　　　　　　の影響

聯とやて尿中に撒謝しる・この機騨対する　置ぐこ：二：：“

酬の作用を検した・ @　　　　厩＼難
月¶二91ycogen搬：

　　（9％）
血　　糖　　値
　　（mg％）

騰擁灘より一日尿中の聯號定・凱た結　一蚤監湘醐轡．一遡塑斐＿＿＿一

果，グリココール酸ソーダを注射せるものでは，正常　　　　2Vo，1　　1．437　　0，130　　　86

家兎に比し著しい尿索の排泄螢増加を来す。　　　　　　　　ノVo．2　　2・757　　0・ユ33　　　82

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．3　　　　1，363　　　　0，111　　　　　84

正常酬注射時
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第3蓑　尿素生成に及ぼす胆汁酸の影響

正
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2Vo，1

2＞o。2

2Vo．1

No．2

尿　　箪

（cc）

100

120

210

310

尿100ml中一日の　　　　　6）血糖に及ぼす胆汁酸の影響　　　　　　，

の含有澱　総排泄鍛　　　　白鼠にグリココール酸ソーダを淀射して1血糖鑑の変

（mg）＿迦⑳＿　動をH・9・d・m－J・・se・灘よつて測窟し燃果，対

4881　2　　488・2　　　　照例に比較して硝減少する。

296．9　　　　　355．4

272，8　　　　　572。8　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　論

365・51133・1　　胆汁酸は心臓襟で，限羅以上では生体に趣なる

　　　　　　　　　　　障害をおこすが，限界量以下の91ycoco正酸ソーダを

　　4）血中グルクロン酸最に及ぼす胆汁酸の影響　　　　注射した場合には却つて生体の解灘機能の促進される

　正宗馬の実験発蓑せるグルクロン酸定壷法に基づい　　　ことがわかつた。筆兎にphenol，　Indol或は寮息香酸

て家兎血中グルクロン酸量を定貴した。正常家兎より　　等を夫々注射することにょつて，尿最は署しく増加

心臓穿刺により採血しグルクロソ酸を定鍛した後1％　　　し，phenol硫酸，尿工ndican，馬尿酸及び尿素の注

グリココール酸ソーダをPro・kg　5cc注射し，3・6　　　射後24時間の尿中排泄星は著明に増加する。又血中抱

ユ2，24，48時間と時間的経過を観察した。その結果グ　　合性glUcuron酸も増量した。

リココール酸ソーダ洗射后3時間目より抱合グルa　　　胆汁酸の少童は肝の此等の解毒機能を促進する作用

ロン酸簸の増加を示し，6～ユ2時間で最高値に達し，　　　があると考えられる。

24～48時間にして正常に復する。
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